
筋
は
結
束
が

命
」
と
話
し
、

同
業
者
の
結

束
を
呼
び
掛

け
て
き
た
。

関
係
団
体
の

役
員
を
数
多

く
兼
任
し
、

専
門
工
事
業
者
の
将
来
を
見
据
え
、
全

鉄
筋
は
社
会
保
険
未
加
入
問
題
に
逸
早

く
対
応
、
標
準
見
積
書
活
用
に
も
真
っ

先
に
取
り
組
ん
だ
。

　

専
門
工
事
業
者
を
け
ん
引
し
、
建
設

業
界
貢
献
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
十
一

月
十
日
の

閣
議
決
定

で
正
六
位

を
叙
位
さ

れ
、
旭
日

小
綬
章
を

受
賞
し

た
。

協
同
組
合
東
京
鉄
筋
工
業
協
会

協
同
組
合
東
京
鉄
筋
工
業
協
会

組組
合合
紹紹
介介

　

鉄
筋
工
事
業
者
の
融
和
と
、
社
会
的
・
経
済
的
地
位
向
上
を
目

指
し
昭
和
43
年
に
東
京
鉄
筋
工
業
協
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
49
年
が
過
ぎ
、
来
年
度
に
は
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

現
在
の
組
合
員
数
は
正
会
員
60
社
、
賛
助
会
員
39
社　

計
99
社

の
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
活
動
状
況
は
、
5
月
の
通
常
総
会
、
年
2
回
の
定
例
会

と
新
年
賀
詞
交
歓
会
の
開
催
。
各
委
員
会
（
総
務
委
員
会
、
経
営

情
報
員
会
、
技
能
技
術
委
員
会
、
安
全
労
務
委
員
会
）、
部
会
（
土

木
部
会
、
青
年
部
会
）
を
隔
月
ま
た
は
3
ヶ
月
ご
と
に
開
催
し
、

各
委
員
会
・
部
会
を
通
し
て
情
報
交
換
・
共
有
、
勉
強
会
の
実
施
等
、

受
注
単
価
下
落
防
止
や
技
能
労
働
者
不
足
の
対
策
、
働
き
方
改
革

な
ど
に
、
組
合
員
が
結
束
し
鉄
筋
工
事
業
者
の
発
展
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。　
　

　

技
能
技
術
集
団
を
目
指
す
鉄
工
協
は
、
毎
年
『
鉄
工
協　

鉄
筋

技
能
大
会
』
を
開
催
し
今
年
で
3
回
目
に
な
り
ま
す
。
大
会
で
は

技
術
者
が
自
身
の
技
能
・
技
術
を
発
揮
す
る
機
会
の
場
に
な
っ
て

お
り
、
出
場
選
手
の
真
剣
に
取
組
む
勇
姿
が
他
の
技
術
者
の
定
着

と
技
能
・
技
術
向
上
に
繋
が
る
と
信
じ
、
技
能
技
術
集
団
の
組
合

と
し
て
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
青
年
部
会
（
25
名
）
を
中
心
に
活
動
を
し
て
い
る
工

業
高
校
へ
の
出
前
講
座
で
は
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
職

人
と
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
お
り
、
生
徒

が
鉄
筋
工
事
業
に
興
味
を
持
ち
、
実
際
に
入
職
し
た
職
人
も
お
り

ま
す
。
そ
う
し
た
工
業
高
校
出
身
の
職
人
に
は
、
身
近
な
先
輩
と

し
て
出
前
講
座
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
入
職
促
進
の
活
動
に
協
力

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
交
通
刑
務
所
や
少
年
院
へ
の

出
前
講
座
を
行
い
出
所
後
の
生
活
基
盤
の
確
立
へ
協
力
し
て
お
り

ま
す
。
受
講
者
か
ら「
全
く
わ
か
ら
な
く
て
も
分
か
る
よ
う
に
な
っ

た
。
仕
事
を
選
ぶ
に
は
良
い
所
だ
と
思
い
、
新
し
い
道
が
出
来
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。」（
抜
粋
）
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
入
職
に
繋
が
れ
ば
う
れ
し
い
か
ぎ
り
で
す
。
ま
た
、
東

京
都
の
建
設
人
材
育
成
事
業
へ
講
師
を
派
遣
す
る
等
、
担
い
手
確

保
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

12
月
1
日
か
ら
理
事
長
の
知
念
辰
昇
が
全
鉄
筋
の
副
会
長
に
就

任
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
全
鉄
筋
副
会
長
、
ま
た
関
東
の
代

表
と
し
て
業
界
の
発
展
に
精
力
的
に
取
組
み
活
躍
し
て
い
け
る
よ

う
、
鉄
工
協
組
合
員
の
団
結
力
で
知
念
理
事
長
を
支
え
て
い
き
ま

す
。

　

平
成
30
年
は
鉄
工
協
設
立
50
周
年
、
協
同
組
合
東
京
鉄
筋
工
業

協
会
5
周
年
を
迎
え
ま
す
。
組
合
員
の
み
な
さ
ん
や
他
団
体
様
に

ご
協
力
を
頂
き
、
50
年
の
歴
史
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お

力
添
え
を
頂
い
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

故　内山 聖会長　ご功績
略　　歴

昭和17年11月22日生誕
平成29年10月13日死没（74歳）
昭和40年３月31日 東洋大学 社会学部 卒業
　自昭和46年９月６日 ㈱小黒組 入社
　自昭和49年７月20日 同社 常務取締役
　自平成５年４月１日 同社 代表取締役社長
　自昭和22年２月25日 同社 代表取締役会長

主な団体、公職歴（至省略）
平成17年５月19日 ㈳全国鉄筋工事業協会 常任理事 就任
　自平成19年５月16日（公社）全国鉄筋工事業協会 会長
平成９年５月28日 東京都鉄筋業協同組合 理事 就任
　自平成16年５月21日 同上 理事長
　自平成24年５月25日 同上 理事相談役
平成15年10月９日 関東鉄筋工事業団体連合会 会長 就任
平成20年６月１日 （一財）建設業振興基金理事 就任
平成20年６月３日 （一社）建設産業専門団体連合会理事 就任
　自平成22年６月１日 同上 副会長
平成19年５月18日 職業訓練法人全国建設産業教育訓練協会理事 就任
　自平成21年３月23日 同上 副会長
平成16年５月21日 東京職業能力開発協会理事 就任
　自平成23年５月27日 同上 副会長

主な栄誉
平成10年６月11日 東京都知事より感謝状

（優良建設業者）
平成20年10月11日 東京都知事より産業振興功労賞
平成22年７月12日 国土交通大臣より大臣表彰

（建設事業関係功労）
平成23年11月３日 黄綬褒章受章
平成29年５月29日 国土交通省土地・建設産業局長よ

り感謝状
平成29年11月21日 叙勲　旭日小授章　叙位正六位受章

　

故
内
山
聖
会
長
の
「
お
別
れ
の
会
」

が
十
一
月
二
十
日
、
東
京
都
千
代
田
区

の
帝
国
ホ
テ
ル
で
し
め
や
か
に
営
ま

れ
、
ゆ
か
り
の
あ
る
関
係
者
約

１
７
０
０
人
が
参
列
し
て
祭
壇
に
献
花

し
、
故
人
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

　

参
列
者
は
業
界
関
係
に
と
ど
ま
ら

ず
、内
閣
や
各
省
庁
か
ら
も
来
臨
し
た
。

全
鉄
筋
の
会
員
団
体
と
企
業
も
北
海
道

や
九
州
の
全

国
か
ら
来
会

し
、
感
謝
の

意
を
表
し

た
。

　

ご
冥
福
を

心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ

ま
す 

合
掌

　

故
内
山
聖
会
長
が
、
去
る
十
月
十
三

日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
就
任
後

の
十
年
も
の
間
、
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
大
き
な
声
と
身
体
で
鼓
舞
し
続

け
、
全
鉄
筋
の
集
ま
り
で
は
必
ず
「
鉄

私たちは、技能に優れた鉄筋工事企業集団として、社会に貢献します。

Vol.
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平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
四
日
（
金
）　
「
三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
千
葉
」

平
成
二
十
九
年
度

平
成
二
十
九
年
度  

秋
季
定
例
会

秋
季
定
例
会

（
雇
用
改
善
推
進
会
議
）

（
雇
用
改
善
推
進
会
議
）開
催
報
告

開
催
報
告

A
．
定
例
会
報
告

一
．
開
会
の
辞

 

全
鉄
筋
副
会
長　

館
岡　

正
一

一
．
全
鉄
筋
会
長
挨
拶

 

全
鉄
筋
会
長　

内
山　

聖
㈹

一
．
来
賓
祝
辞
・
挨
拶

 

衆
議
院
議
員 

自
由
民
主
党　

中
山
泰
秀
様

一
．
会
議

⑴　

総
会
以
後
の
事
業
報
告
並
び
に
今

後
に
つ
い
て 

事
務
局

⑵　

各
事
業
委
員
会
報
告

　

技
術
・
教
育
訓
練
委
員
長

 

副
会
長　

館
岡
正
一

　
　
経
営
委
員
長 

副
会
長　

岩
田
正
吾

　
　
広
報
委
員
長 

副
会
長　

篠
森
義
晴

　
　

実
習
生
事
業
委
員
長

 

専
務
理
事　

武
田
美
治

⑶　

標
準
見
積
書
［
簡
易
版
］
の
作
成

報
告
、
普
及
に
つ
い
て

⑷
就
労
人
口
調
査
、
社
会
保
険
加
入
状

況
の
纏
め
報
告

⑸
各
地
区
に
お
け
る
受
注
単
価
・
労
務

状
況
等
報
告 

事
務
局

Ｂ
．
講　
　
演

「
建
設
業
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
ポ
イ

ン
ト
」

厚
生
労
働
省

　

雇
用
開
発
部
建
設
・
港
湾
対
策
室
室
長

 

吉
野
彰
一
様

１
．
閉
会
の
辞

 

全
鉄
筋
副
会
長　

岩
田
正
吾

国
土
交
通
大
臣
表
彰
（
建
設
事
業
関
係
功
労
）

平
成
二
九
年
七
月
十
日

平
成
二
九
年
度
優
秀
施
工
者

　
国
土
交
通
大
臣
顕
彰

青
年
優
秀
施
工
者
土
地
・

　
建
設
産
業
局
長
顕
彰

平
成
二
九
年
十
月
六
日

戸
田
　
裕
雄

　
㈱
戸
田
鉄
筋
　
社
長
　
関
　
西

近
　
　
喜
男

　
近
鉄
筋
工
業
㈱
　
社
長
　
新
潟
県

町
田
　
十
九
一

　
㈱
町
田
工
業
　
社
長
　
長
崎
県

建
設
マ
ス
タ
ー

森
田
　
　
学

　
武
田
建
設
㈱

香
川
県

前
田
　
輝
明

　
㈲
前
田
鉄
筋
工
業

長
崎
県

木
村
　
秀
郎

　
飛
田
鉄
筋
工
業
㈱

鉄
工
協

松
本
　
一
馬

　
国
井
興
業
㈱

埼
玉
県

原
　
久
仁
男

　
宮
尾
鉄
筋
㈱

長
野
県

大
津
　
　
進

　
正
栄
工
業
㈱

関
　
西

水
野
　
　
勝

　
宮
本
工
業
㈱

山
口
県

ジ
ュ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー

菊
地
　
隆
行

　
白
沢
鉄
筋
工
業
㈱

福
島
県

木
下
　
善
隆

　
㈱
中
鉄

関
　
西

松
田
　
　
稔

　
マ
ツ
ダ
ス
タ
ー
ル
㈱
愛
知
県

敬
称
略

敬
称
略

（2）　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会2018年（平成30）１月１日



　第二回目を迎えたTETSU-1 Grand Prixが鉄筋EXPOの会場である幕張
メッセにて行われ、全国各地から予選を勝ち抜いた、腕自慢の「最強鉄筋
工」が日頃の技を競いました。来賓には、国土交通省土地・建設産業局建
設市場整備課より、勝瑞智章専門企画官、（一財）建設業振興基金より内
田俊一理事長をはじめとする多くの方々にも、鉄筋業のなせる技をご覧い
ただきました。当日、開場前には長蛇の列ができ、各地の応援団が、「我
が代表」の勝利を願って熱い声援を送っていました。午前の部、午後の部
と２回に分かれて競技が行われ、緊迫した雰囲気での会場で作業を行いま
した。規定時間の１時間20分より早く組み上げる選手もいて、プロの職人
の技に、会場からも多くの拍手が送られました。代表37選手の競技の結果、
最優秀賞「国土交通大臣賞」には関西代表・富田興業の谷口圭氏、２位「国
土交通省土地・建設産業局長賞」に静岡代表・長友鉄筋工業の立野匡昭氏、
３位「全鉄筋会長賞」には新潟代表・SUN興業の渡辺博一氏が入った。
表彰式では、後援団体を代表して、内田俊一理事長のご挨拶では「活躍す
る皆さんが腕を磨き、後輩たちに大きな力を与え、若者に誇りを持てる建

　鉄筋をテーマにした世界初の
博覧会「鉄筋EXPO2017」が11
月24日・25日・26日 の ３ 日 間、
千葉県千葉市美浜区の幕張メッ

セ国際展示場９ホールで開催された。（主催：鉄筋EXPO実行員会、共催：
全国鉄筋工事業協会、全国圧接業協同組合連合会、普通鋼電炉工業協会）
　「鉄筋に係わるすべての人に、鉄筋に関するすべてを発信」という開催
目的のもと、鉄筋業界の未来創造のために、日本の技術を国内はもとより、
海外に発信する世界初の鉄筋博覧会となった。約130の企業や団体［鉄筋
コンクリート用棒鋼／丸鋼・異形棒鋼、鉄筋継手、溶接金網、住宅基礎関
連、コンクリート二次製品、建築金物、鋼材商社、総合建設、ハウスメー
カー、鉄筋加工機、鋼材加工機（メタルソー・バンドソー）、スペーサー、
電動工具、積算ソフト、クレーン、作業服、保安用品、現場ツール、レン
タル・リース、溶接技術・工法、検査機器、金融、専門誌他］がブースを
設置し、鉄筋に関する最先端の国内技術・サービスを展示、実演を行った。
▪ 巨大鉄筋モニュメント
　会場内でひときわ目を引いたのは、縦横各17メートル、最高高さ５メー
トルの巨大鉄筋モニュメント。鉄筋メーカーと継手メーカーが資材を協賛
し、圧接工事会社の協力のもと、協同組合東京鉄筋工業協会所属の鉄筋工
30名超が集結し、11月22日の昼から未明にかけて、モニュメントを組みあ
げた。組立に参加した職人たちは、深夜までの作業にも関わらず、達成感
と満足感に満ちたいい表情をしていた。
▪ シンポジウム
　「鉄筋EXPO2017」は、開催日毎に企画コンテンツが用意されており、
初日の24日は「鉄筋の現在と未来」〜これからの10年を見据えて〜という
テーマでシンポジウムが開催された。コーディネーター役である千葉大学
大学院和泉教授の「鉄筋工事の動向」を皮切りに、鉄筋メーカー、設計、
総合建設業、鉄筋工事業、継手工事業、検査業がそれぞれの立場から、「鉄
筋の現状と未来」を提示。その後、会場の参加者も交えて、生産性の向上
や品質保証という観点でディスカッションが行われた。最後に、鉄筋
EXPO実行委員長の館岡氏より、今後もこのような縦断的な会合を開催し
続けていくとの宣言があり、シンポジウムは大盛況で閉会した。
▪ TETSU-1 GRAND PRIX
　２日目の25日は第２回鉄筋技能大会『TETSU-1 GRANDPRIX』が開催
され、日本全国のブロック予選を勝ち抜いた精鋭37名が頂点を目指し、日

設業界の姿を変えてゆく」と力強いエールをいただきました。優勝者であ
る谷口選手は「若者たちがこの業界に足を踏み入れるきっかけになれば」
と話した。また、当日、応援席で競技の様子を見守った谷口選手のご家族
も涙し、誇らしげでありました。今大会を直前に控え、突然、ご逝去され
た、内山会長も、この会場の熱気、業界の「結束」を笑顔で見守ってくだ
さっているに違いないと感じました。

ごろの技術を競った。競技は、ベース、柱、梁の組立作業を制限時間内に
行い、そのスピードと精度を採点する形で実施され、見事、グランプリに
輝いたのは関西代表の谷口圭氏、２位には静岡代表の立野匡昭氏、３位に
は新潟県代表の渡辺博一氏が入った。優勝者の谷口氏は「これからも魂を
込めて結束します」と喜びを語った。
▪ 参加型イベント
　最終日の26日は日曜日、家族連れも楽しめる参加型のイベントが多く企
画された。３日間の開催中に展示されていた「鉄筋ART展」。美術系大学
や専門学校の学生がデザインしたものを鉄筋工事業者が加工し、組み上げ
た作品が展示され、来場者による投票と公開審査を経て、多摩美術大学の
学生による「綱引きの瞬間」が大賞、EXPO賞、技術賞と賞を総なめにし
た。工業高校生３人組６チームが参加した「高校生鉄筋クイズバトル」。
鉄筋業界人なら常識の問題から難問・奇問・珍問が飛び出したクイズバト
ル、白熱した戦いを制したのは、千葉県立京葉工業高校チーム。また、出
展各社が出品する「鉄筋業界マル得チャリティーオークション」も行われ、
鉄筋加工機など200万円近い金額で落札される商品もあり、総額250万円が
日本赤十字を通じて、熊本地震の復興支援に寄付された。
　EXPOの最後を盛り上げたのはスラブ筋の結束スピードを４人１組で競
う「鉄筋結束リレー選手権」。午前中に行われた35組の予選を勝ち抜いた
４チームが決勝トーナメントに進んだ。白熱した戦いを制したのは、駒井
ワン（神奈川）。気合と根性で優勝を勝ち取った。
　鉄筋EXPO2017を通じ、未来を少し垣間見たように感じると同時に、改
めて人と人とのつながりの大切さや職人を育成することが重要性を認識す
る３日間となった。
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　（公社）全国鉄筋工事業協会（略称：全鉄筋）は、1965年に全国鉄筋業協同組合連合会として建設省（現・国土交通省）
から認可をいただき、1986年に社団法人全国鉄筋工事業協会、2012年には専門工事業団体では初めて公益社団法人の認
可を受け、公益社団法人全国鉄筋工事業協会へと改組し、公益目的の事業活動を幅広く展開しています。
　設立後半世紀を超える歴史の中で、全鉄筋は技能検定制度や鉄筋施工マニュアルの作成、外国人技能実習生受入事業、
登録鉄筋基幹技能者の認定講習会の開催と資格証の付与、鉄筋工事標準見積書の作成など様々な取り組みを行ってまい
りました。

　現在、建設業界における問題は、人材の確保です。
　国家レベルの問題といっても過言ではない、少子・高齢化社会、人口減少の進展から人口構成は、昭和の高度成長期
とは全く異なる人口構成になってきています。それに伴い労働人口の激減が予測され、建設技能労働者数も20年程度で
半減すると見込まれています。こうした状況から今後、全産業間において労働力確保競争の激化する中、若者たちは処
遇改善の遅れている建設業界には目を向けてくれないということになるでしょう。
　そのため、建設業界全体の取り組みとしては、ICT化、ロボット化などが加速すると思われますが、鉄筋工事におい
ては大部分を職人の手作業に依存している状況が大きく変わることはないと思います。地震大国の我が国において、安
全で、安心な建物づくりに最も重要な役割を果たしている鉄筋工事が、その「役割を果たし続けるためには、優秀な職
人が必要不可欠です。
　建設ものづくりの原点は「人」です。しかしながら、人材の確保・育成には「時間」や「コスト」もかかります。
このような現実を踏まえ、これからの全鉄筋は、若年労働者確保のため「３Kなのに低賃金」から「３Kだから高収入」
を目指して、若者たちの理解を得るための広報活動を積極的に展開してまいります。

　そして、

「職人たちが未来予想図の描ける業界へ！」
「来てほしい業界から、入りたい業界へ！」

　をめざして邁進して参ります。
今後も皆様のご指導、ご支援を心よりお願い申し上げます。

GREETING会長あいさつ

「職人たちが未来予想図の描ける業界へ！」
　「来てほしい業界から、入りたい業界へ！」
　　をめざして邁進して参ります。

公益社団法人全国鉄筋工事業協会
会長　岩田　正吾（平成29年12月１日就任）
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